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新刊案内

「オピニオン」の政治思想史
国家を問い直す
堤林剣／堤林恵・著
岩波書店、924 円

米
国
へ
の
無
理
解
か
、

米
国
自
身
の
無
理
解
か

死
な
な
い
国
家
を
支
え
た

﹁
オ
ピ
ニ
オ
ン
﹂の
行
方

反米
共生の代償か、闘争の胎動か
遠藤泰生・編
東京大学出版会、6160 円

安全保障と防衛力の戦後史 
1971︲2010
「基盤的防衛力構想」の時代
千々和泰明・著
千倉書房、6050 円

新
た
な
史
料
で
解
き
明
か
す

戦
後
日
本
防
衛
構
想
の
実
像

ホワイト・フラジリティ
私たちはなぜレイシズムに向き合えないのか？
ロビン・ディアンジェロ・著
喜堂嘉之・監訳／上田勢子・訳
明石書店、2750 円

　

現
代
で
は
新
た
な
国
家
が
生
ま
れ
て
も
、
す

で
に
あ
る
国
家
が
﹁
死
ぬ
﹂
こ
と
は
な
い
。
そ

れ
は
支
配
者
の
﹁
力
﹂
の
賜
物
な
の
か
。
否
、

支
配
さ
れ
る
側
が
見
い
だ
す
﹁
オ
ピ
ニ
オ
ン
﹂

︵
共
通
感
覚
︶
の
ゆ
え
で
あ
る
︱
︱
。
王
権
神
授

説
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ま
で
、
人
々
は
い
か

に
し
て
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
共
有
し
て
き
た
か
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
不
要
に

し
、国
家
が
﹁
死
ぬ
﹂
時
代
を
到
来
さ
せ
る
の
か
。

﹁
正
当
性
﹂
と
も
異
な
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
系
譜
を
、

研
究
者
夫
妻
が
読
み
解
く
。

　

二
〇
世
紀
、
時
空
を
超
え
て
世
界
に
遍
在
し
、

全
く
の
否
定
か
ら
条
件
付
き
ま
で
、
あ
る
い
は

同
一
の
人
物
・
集
団
の
中
に
﹁
親
米
﹂
と
同
居

し
て
し
ま
う
︱
︱
そ
れ
が﹁
反
米
﹂だ
。
な
ぜ﹁
反

米
﹂
が
広
が
っ
た
の
か
、
い
ま
ま
で
の
分
析
の

答
え
は
百
花
斉
放
、
当
の
米
国
自
身
も
理
解
で

き
て
い
な
い
。
東
大
駒
場
の
地
域
研
究
者
を
中

心
と
す
る
共
同
研
究
の
本
書
は
、
中
南
米
、
欧

州
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
日
本
と
い
っ
た
諸
地
域

や
個
人
の
事
例
を
多
様
な
角
度
か
ら
検
討
し
、

そ
ん
な
﹁
反
米
﹂
の
歴
史
と
構
造
を
素
描
す
る
。

　

一
九
七
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
、﹁
基

盤
的
防
衛
力
構
想
﹂
は
、
国
際
環
境
の
激
変
の

な
か
三
四
年
の
長
き
に
わ
た
り
日
本
の
防
衛
力

の
あ
り
方
を
示
し
て
き
た
。
自
国
の
防
衛
力
が

ど
う
あ
る
か
に
つ
い
て
の
合
意
を
欠
い
た
戦
後

日
本
で
、
多
義
的
に
解
釈
可
能
な
﹁
基
盤
的
防

衛
力
構
想
﹂
が
﹁
意
図
せ
ざ
る
合
意
﹂
を
形
成

し
た
の
だ
︱
︱
９
・
11
を
境
に
防
衛
力
を
を
め

ぐ
る
国
内
分
裂
は
収
束
、
同
構
想
は
終
焉
し
た
。

今
後
の
防
衛
力
の
あ
り
方
を
、
自
ら
の
手
で
模

索
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
政
策
史
。
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未来を拓く学び
「いつでも どこでも 誰でも」
パキスタン・ノンフォーマル教育、0からの出発
大橋知穂・著
佐伯印刷、1100 円

﹁一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
﹂を

将
来
世
代
に

届
け
る
た
め
に

学びの機会を広げる
マイナスからの挑戦

コーヒーで読み解くSDGs
Jose.川島良彰／池本幸生／山本加夏・著
ポプラ社、1870 円

あ
な
た
は
差
別
主
義
者
、

そ
し
て
レ
イ
シ
ス
ト

ホワイト・フラジリティ
私たちはなぜレイシズムに向き合えないのか？
ロビン・ディアンジェロ・著
喜堂嘉之・監訳／上田勢子・訳
明石書店、2750 円

 

﹁
あ
な
た
は
レ
イ
シ
ス
ト
だ
﹂
こ
う
咎
め
ら
れ

た
ら
、
多
く
の
人
は
憤
慨
し
否
定
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
差
別
の
拒

絶
反
応
こ
そ
が
﹁
白
人
の
心
の
脆
さ
﹂
と
特
権

に
他
な
ら
な
い
と
い
う
。
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
立

つ
者
と
し
て
、
潜
在
的
な
人
種
差
別
主
義
に
ど

う
向
き
合
う
か
。
白
人
女
性
の
著
者
が
現
代
ア

メ
リ
カ
の
レ
イ
シ
ズ
ム
に
一
石
を
投
じ
、
Ｂ
Ｌ
Ｍ

︵B
lack Lives M

atter

︶
運
動
を
機
に

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
本
書
は
多
様
化
が

進
む
日
本
社
会
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

　

学
校
に
行
っ
て
い
な
い
子
ど
も
や
若
者
の
数

が
世
界
で
二
番
目
に
多
い
国
パ
キ
ス
タ
ン
。
貧

困
、
家
事
労
働
、
学
校
な
ど
の
要
因
で
、
学
ぶ

機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
人
が
多
い
。
そ
ん
な

パ
キ
ス
タ
ン
で
、
人
の
命
や
生
活
を
守
り
、
育

む
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
﹁
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
教
育
﹂
構
築
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
尽
力
し
て
き
た
。

二
〇
〇
八
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
著

者
が
、
当
局
か
ら
の
不
信
・
無
理
解
な
ど
の
困

難
に
直
面
し
な
が
ら
、
学
び
た
い
人
の
未
来
を

拓
い
て
き
た
経
験
を
語
る
。

　

持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
コ
ー
ヒ
ー
、﹁
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
コ
ー
ヒ
ー
﹂
を
実
現
す
る
に
は
。
本

書
は
コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
抱
え
る
課
題
の
多
様
性

と
グ
ロ
ー
バ
ル
性
に
着
目
し
、コ
ー
ヒ
ー
、経
済
、

開
発
援
助
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
第
一
人
者
が

コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
現
状
を
生
き
生
き
と
描
き
上

げ
、
山
積
す
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。
そ
れ

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
一
七
の
ゴ
ー
ル
全
て
と

重
な
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
な
問
題
か

ら
説
き
起
こ
し
、
具
体
策
と
の
関
連
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
示
す
の
が
本
書
の
最
大
の
魅
力
だ
。




